




















的にもここ 20年くらいのものである（その先駆的研究の代表例が、Sanjukta Gupta et
al., Hindu Tantrism , 1979とTeun Goudriaan and Sanjukta Gupta, Hindu Tantric and














































































4のため以下に挙げておくこととしたい。”Sa¯ttvata Sam. hita¯: An Annotated Translation”,
chap.6(2); 9(2); 18; 19（『愛知学院大学文学部紀要』20; 21; 22; 23）、chap.3-6(1); 7-9(1);
12; 25(1)（『人間文化』5; 6; 9; 10）、10-11; 14-15; 13（『愛知学院大学禅研究所紀要』18.19
合併号; 20; 22）、17(1); 17(2)（『曹洞宗研究紀要』21; 23）、16（『東海仏教』37）、1-2
（『前田恵學博士頌寿記念仏教文化学論集』）。
「書評と紹介：引田弘道著『ヒンドゥータントリズムの研究』」『北陸宗教文化』10号、
1998.03、pp.111-116。
